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○ 基本計画の名称：第２期高松市中心市街地活性化基本計画 

 

○ 作成主体：香川県高松市 

 

○ 計画期間：平成 25年 6 月～平成 30 年 3 月（4年 10 月） 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

［１］高松市の概況 

（１）地勢、気候 

高松市は、多島美を誇る波静かな瀬戸内海に面し、これまで、人々の暮らしや経済・文化など様々

な面において、瀬戸内海との深いかかわりの中で、県都として、また、四国の中枢管理都市として発

展を続けてきた海に開かれた都市です。 

 気候は、年間を通して寒暖の差が小さく、降水量の少ないのが特色となっています。 

 「高松」は鎌倉時代に開け始め、天正 16年（1588 年）豊臣秀吉の家臣生駒親正が玉藻浦に居城を

築き高松城と名付けたことに由来し、生駒 4代 54 年、松平 11 代 220 年を通じて城下町として栄えて

きました。 

 明治維新の廃藩置県後、香川県の県庁所在地となり、明治 23年 2月 15 日に市制を敷き、全国 40

番目の市としてスタートしました。 

 これまでに大正、昭和、平成を通じ、8回にわたる合併で、北は瀬戸内海から南は徳島県境に至る、

海・山・川など恵まれた自然を有する広範な市域の中に、にぎわいのある都心やのどかな田園など、

都市機能・水・緑が程よく調和し、豊かな生活空間を有する都市となっています。 

 恵まれた風土と地理的優位性を生かし、四国の中枢管理都市として発展してきており、昭和 63年

の瀬戸大橋開通、平成元年の新高松空港開港、平成 11年 4 月の中核市への移行、平成 15年の高松自

動車道の全面開通、平成 16 年の新しい都市拠点サンポート高松のオープンを経て、発展を続けてい

ます。 

 現在は、「文化の風かおり 光かがやく 瀬戸の都・高松」を目指して、それぞれの地域の特徴を

生かした、都市的利便性と自然的環境が享受できる都市の実現に向け、本市にふさわしい、コンパク

トで持続可能なまちづくりを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 2 - 

［２］中心市街地の特性と課題 

（１）人口・世帯 

①人口 

高松市全体の人口の推移を見ると、平成 24 年は平成 18 年と比較して約 2,000 人増加しており、

この 6年間は微増となっています。中心市街地（本活性化基本計画の区域をいう。以下同じ。）も

同様の傾向が見られ、平成 24年は平成 18 年と比較して約 100 人増加しており、市全体と同様に微

増傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②世帯数 

世帯数の推移を見ると、高松市全体では一貫して増加傾向にあります。中心市街地も、平成 24

年は平成 18 年と比較して約 450 世帯増加しており、微増傾向となっています。 

1 世帯当たりの人員を算出すると、平成 24年時点で高松市全体では 2.3 人/世帯、中心市街地で

1.8 人/世帯となっており、中心市街地では単身者や夫婦のみの世帯が市全体と比較して多いと推

察されます。  
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図 中心市街地の人口の推移 

資料：住民基本台帳各年 10 月 1 日 

図 中心市街地の世帯数の推移 

資料：住民基本台帳各年 10 月 1 日 
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③高齢化率 

高松市の人口を年齢 3区分で見ると、高齢化が徐々に進んできており、65歳以上は平成 22 年現

在 23.0％と全国並の数値となっています。中心市街地における 65歳以上の割合は 27.9％と市全体

よりも高い割合を占めています。 

高齢化は今後も着実に進むと見込まれており、既に 65歳以上の人口割合が高い中心市街地では、

コンパクトなまちづくりや高齢者に優しいまちづくりが求められる状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 高松市の年齢 3区分別人口の変遷 

 

 

 

表 年齢 3区分別人口割合（平成 22 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢 3区分別人口割合（平成 22 年） 
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（資料：国勢調査） 

※H17 は高松市、旧牟礼町、旧庵治町、旧香川町、旧香南町、旧国分寺町の合計値 

H17 以前は高松市、旧塩江町、旧牟礼町、旧庵治町、旧香川町、旧香南町、旧国分寺町の合計値  

端数処理等の関係で表記数値合計は 100%にならない。 

（資料：全国、市全体は国勢調査） 
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（２）経済活力状況 

①中心市街地小売商業の概況 

中心市街地では、丸亀町商店街を中心に兵庫町、片原町西部、片原町東部、ライオン通り、南新

町、常磐町、田町の 8つの商店街で中央商店街が形成されており、県内随一の商店街として小売商

業が集積しています。また、店舗面積が 10、000 ㎡を超える高松三越、高松天満屋も立地していま

す。 

なお、丸亀町商店街では街をAからGの7つの街区に分け再開発が進行し、又は計画されており、

平成 18 年の「高松丸亀町壱番街」（A街区）、平成 21 年の「高松丸亀町弐番街」（B街区）、「高

松丸亀町参番街」（C街区）の完成、平成 24 年の「丸亀町グリーン」（G街区）の開業等、大規模

な再開発事業が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 中心市街地の商業集積状況 

表 商店街名一覧 

番号 商店街名 

① 兵庫町商店街 

② 片原町西部商店街 

③ 片原町東部商店街 

④ 丸亀町商店街 

⑤ ライオン通り商店街 

⑥ 南新町商店街 

⑦ 常磐町商店街 

⑧ 田町商店街 
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②中心市街地小売商業の推移 

中心市街地小売商業の市全体に占める割合を見ると、平成 19 年で商店数は市全体の 23.8％、従

業者数は 17.7％、年間販売額は 17.2％、売場面積は 19.6％となっています。 

経年変化を見ると、平成 6 年と比較して市全体では売場面積が増加しています。特に、平成 9

年から 11 年までに約 82,000 ㎡、平成 16 年から平成 19 年までに約 48、000 ㎡増加していますが、

これは平成 10年にゆめタウン高松、平成 19年にイオンモール高松が郊外に進出したことによるも

のと推察されます。 

一方、中心市街地では、平成 9年と比較して、商店数・従業員数・年間販売額・売場面積の全て

で減少しており、郊外の大型商業施設の進出による消費者の流出が影響していると推察されます。 

 

表 中心市街地の小売商業の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H16 以前の市全体の数値は、高松市、旧牟礼町、旧庵治町、旧香川町、旧香南町、旧国分寺町の合計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 市 全 体 】                【中 心 市 街 地】 

図 小売商業の H9との比較 (H9 を「1.00」とした場合) 
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（資料：商業統計調査） 

※（ ）内は、H9 を「1.00」とした場合 
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③商店街の空き店舗の状況 

中央商店街の 8商店街の空き店舗率（1階部分）を見ると、平成 21年までは増加傾向であったも

のの、それ以降は緩やかに改善に転じています。商店街別に空き店舗率を見ると、常磐町商店街が

他の商店街と比較して空き店舗率が高く、平成 3年の旧ジャスコ高松店、平成 16 年の旧高松 OPA の

閉店が影響していると推察されます。 

表 中央商店街での空き店舗の推移 

（H15～H23 の数値は、各年、6月 30 日調査と 12月 31日調査の平均値。H24 は、6月 30 日調査実績） 
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図 商店街ごとの空き店舗率の推移（全フロア） 

図 商店街ごとの空き店舗数の推移（全フロア） 

（資料：高松中央商店街店舗立地動向調査） 
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④中心市街地の事業所数、従業者数 

高松市の事業所のうち、約 24％が中心市街地に集積しており、約 25％の従業者が中心市街地で

就業しています。 

 

表 中心市街地における業務機能集積状況（平成 21 年） 

 

 

 

 

 

 

 

⑤大規模小売店舗の状況 

中心市街地では、店舗面積が 10,000 ㎡を超える高松三越やコトデン瓦町ビル（高松天満屋）が

立地しています。一方で中心市街地外では国道や県道の沿道等を中心にロードサイド型店舗が立地

しており、平成 10 年にゆめタウン高松、平成 19 年に西村ジョイ屋島店、イオンモール高松店とい

った大規模商業施設の立地が相次いでいます。 

 

図 大規模小売店舗の立地状況（店舗面積 3、000 ㎡以上） 

（資料：経済センサス基礎調査） 

単位：か所、人 

中心市街地
(A)

市全体
(B)

対市割合
(A/B)

事業所数 5,790 24,457 23.7%

従業者数 58,914 235,672 25.0%
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表 高松市内の大規模小売店舗一覧表（店舗面積 3、000 ㎡以上） 

大規模小売店舗の名称 開店日 
建物の概要 

形態 店舗面積（㎡） 

1 高松三越 S6.3 百貨店 22,474 

2 お宝発見高松店 S50.11 （リサイクル）専門店 3,490 

3 マルナカ屋島店 S51.7 スーパー 3,644 

4 デコールタカラヤ S57.4 （家具）専門店 5,831 

5 西村ジョイ成合店 S58.11 ホームセンター 15,321 

6 ダイキ上福岡店 H2.8 ホームセンター 4,144 

7 キョーエイ空港店 H7.1 スーパー 5,072 

8 イオン高松東店 H7.3 総合スーパー 26,546 

9 高松南ショッピングモール H9.3 （複合型）専門店 3,490 

10 天満屋ハピータウン レインボーロード店 H9.4 スーパー 10,695 

11 マルナカ仏生山店 H9.6 スーパー 4,268 

12 スポーツデポ高松伏石店 H9.10 （スポーツ用品等）専門店 4,266 

13 パワーシティ屋島 H9.11 総合スーパー 11,082 

14 マルナカ栗林南店 H10.7 スーパー 8,746 

15 ゆめタウン高松 H10.9 総合スーパー 54,590 

16 ダイキｏｎｅ川島・四季食彩館ムーミー川島店 H11.12 ホームセンター・スーパー 8,589 

17 宮脇カルチャースペース H12.4 （書籍）専門店 6,207 

18 ショッピングセンターウィングポート H12.7 スーパー 7,419 

19 パワーシティレインボー H12.7 スーパー 9,000 

20 ダイキ香西店 H12.12 ホームセンター 4,059 

21 マルナカ新国分寺店 H12.12 スーパー 5,065 

22 コトデン瓦町ビル H13.9 百貨店 29,698 

23 フジグラン十川ショッピングセンター北エリア H14.6 総合スーパー 6,678 

24 コープ扇町・ふとんとギフトのカネチ・レディ扇町店 H17.8 スーパー 3,052 

25 マルナカ新香西店 H17.10 スーパー 4,849 

26 ヤマダ電機テックランド高松鶴市店 H18.3 （家電）専門店 3,809 

27 ヤマダ電機テックランド高松春日本店 H18.3 （家電）専門店 8,265 

28 東山崎ファッションモール H18.5 （衣料品）専門店 3,230 

29 ケーズデンキ高松本店 H18.6 （家電）専門店 7,496 

30 高松丸亀町商店街Ａ街区市街地再開発ビル H18.12 （複合型）専門店 4,823 

31 フレスポ高松 H18.12 総合スーパー 5,321 

32 デオデオ高松春日店 H19.4 （家電）専門店 4,959 

33 西村ジョイ屋島店 H19.4 ホームセンター 20,445 

34 イオンモール高松店 H19.4 総合スーパー 42,000 

35 六条モール H20.11 総合スーパー 3,991 

36 ハローズ仏生山店 H21.11 総合スーパー 6,110 

37 イオンタウン高松国分寺ショッピングセンター H22.9 総合スーパー 7,453 

38 ハローズ高松春日店（北・南側敷地） H22.11 総合スーパー 3,008 

39 ケーズデンキ高松春日店 H24.5 （家電）専門店 6,571 

合    計 395,756 
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（３）観光 

《観光資源の分布状況》 

中心市街地には、「四国の玄関」高松の新名所として、平成 16 年 3 月に開業した「高松シンボ

ルタワー」、高松城跡を整備した「玉藻公園」、文化施設として「香川県立ミュージアム」、「高

松市美術館」等が立地しています。また、中心市街地南西隣接地には四国唯一の特別名勝である「栗

林公園」があります。 

   

 

 

 

 

図 高松中心市街地の主要な観光施設 
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《観光資源の入込客数》 

平成 23 年度の中心市街地及びその周辺の観光入込客数を見ると、「高松シンボルタワー」が約

2,281 千人と最も多く、次いで「栗林公園」の約 555 千人となっています。平成 17年度と比較す

ると、「玉藻公園」、「栗林公園」は微増しているものの、「高松シンボルタワー」、「高松市美

術館」で減少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 主要な観光施設の年間利用者数の推移 

 

表 主要な観光施設の年間利用者数の推移 

（単位：千人） 

 

 

 

 

※えきなかサテライトは平成 20 年 5月 1日オープン 
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

高松シンボルタワーの

年間利用者数（千人）
観光客数（千人）

インフォメーションプラザ えきなかサテライト

玉藻公園 高松市美術館

香川県立ミュージアム 栗林公園

高松シンボルタワー

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23
インフォメーションプラザ 98 63 69 99 87 52 47
えきなかサテライト (※） - - - 39 56 55 49
高松シンボルタワー 2,717 2,756 2,692 2,460 2,213 2,363 2,281
玉藻公園 131 127 135 136 136 148 150
高松市美術館 111 133 114 48 136 43 75
香川県立ミュージアム 81 211 75 164 157 136 114
栗林公園 527 567 645 632 646 586 555
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（４）都市機能関係 

中心市街地やその周辺には、市役所や県庁をはじめとする主

要な公共施設や文化施設、病院等の医療施設や福祉施設等が数

多く集積しています。 

少子化等を背景に、中心市街地内では小学校の統廃合が順次

進んでいる状況にあります。 

（参考：高松市 HP 「たかまっぷ」） 図 都市福利施設等位置図 

凡 例 

●：行政施設 

○：文化等施設 

■：医療施設 

□：福祉施設 
（番号付は介護保健等サービス施設及び 

身体障害者福祉施設） 

▲：教育施設 

凡 例 

●：行政施設 

○：文化等施設 

■：医療施設 

□：福祉施設 
（番号付は介護保健等サービス施設及び 

身体障害者福祉施設） 

▲：教育施設 

 介護保健等サービス施設 

〔福祉施設〕 

1 介護老人保健施設明けの星 

2 訪問看護ステーションみやけ 

3 デイケア優 

4 介護老人保健施設虹の里 

5 総合福祉センターオレンジスクエア介護付有料老人ホームあずさ 

6 ナーシングホームせせらぎ 

7 ケアハウスはなぞの 

8 特別養護老人ホーム玉藻荘 

9 特別養護老人ホームはなぞの園 

10 グループホームひがん 

11 グループホームやすらぎ 

12 グループホーム愛の里 

身体障害者福祉施設 

〔福祉施設〕 

13 香川県視覚障害者福祉センター 

14 身体障害者通所授産施設リンリン園 

15 身体障害者福祉センターコスモス園 
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表 主要公共公益施設一覧 

 

高松サンポート合同庁舎 高松港旅客ターミナルビル 高松西年金事務所
　・四国厚生支局 　・高松港管理組合事務所 高松市二番丁コミュニティセンター
　・香川労働局 インフォメーションプラザ 高松商工会議所
　・高松労働基準監督署 高松北警察署 高松市四番丁コミュニティセンター
　・四国経済産業局 日本銀行高松支店 香川県警察本部
　・四国地方整備局 高松法務局 香川県庁
　・かがわ国際会議場 高松高等・地方検察庁 高松市消防局
高松シンボルタワー 高松高等・地方・簡易裁判所 高松市北消防署
　・香川パスポートセンター 高松家庭裁判所 高松市消防団本部
　・e-とぴあ・かがわ 高松市新塩屋町コミュニティセンター 四国管区警察局
　・香川ビジネスターミナル 高松中央郵便局 四国財務局
　・かがわプラザ 高松市役所 香川県高松合同庁舎
四番丁スクエア 高松市水道局 高松東年金事務所
　・高松市市民活動センター 高松国税局 高松市栗林コミュニティセンター
  ・高松市埋蔵文化財センター 高松税務署 高松市保健センター
  ・高松市コミュニティ協議会連絡会 高松市市民サービスセンター 高松市築地コミュニティセンター
  ・高松市連合自治会連絡協議会 しごとプラザ高松 高松市花園コミュニティセンター
  ・高松市創造支援センター 高松市保健所
サンポートホール高松 県立武道館
　・高松市文化芸術ホール 高松競輪場
　・サンポート高松展示場 県立体育館
高松市立市民プール
香川県県民ホール
香川県立ミュージアム
高松市美術館
香川国際交流会館
香川県文化会館
高松市生涯学習センター
高松病院 マオカ病院 高松赤十字病院 五番丁病院
へいわこどもクリニック 高松大林病院 香川県立中央病院 斉藤病院
整形外科吉峰病院 クワヤ病院 高松市夜間急病診療所 伊達病院
三宅リハビリテーション病院 高松平和病院 栗林病院 ルカ病院
城東保育園 高松市立扇町保育所
わはは・ひろば高松（子育て支援施設） 老人いこいの家二番丁荘
高松保育園
高松第二保育園 老人いこいの家亀阜荘
香川県社会福祉総合センター 中野保育所
特別養護老人ホーム玉藻荘 松福保育園
訪問看護ステーションみやけ 老人いこいの家花畑荘

高松市総合福祉会館
グループホームやすらぎ こぶし花園保育園
香川県視覚障害者福祉センター 老人いこいの家東藤塚荘
介護老人保健施設虹の里 敬愛保育園
グループホームひがん 高松市立桜町保育所
ナーシングホームせせらぎ 介護老人保健施設明けの星

デイケア優
身体障害者通所授産施設リンリン園
身体障害者福祉センターコスモス園
ケアハウスはなぞの
特別養護老人ホームはなぞの園
グループホーム愛の里

穴吹医療大学校 高松市立新番丁小学校
穴吹ビューティーカレッジ 香川県立高松高等学校
穴吹パティシエ福祉カレッジ 穴吹ビジネスカレッジ
穴吹動物カレッジ 穴吹コンピューターカレッジ
光華幼稚園 香川大学

香川県立高松工芸高等学校
香川大学附属高松小学校
高松市立亀阜小学校
英明高等学校
高松中央高等学校
香川県立高松商業高等学校
高松市立高松第一小学校・中学校
高松市立花園小学校
高松市立栗林小学校
高松市立高松第一高等学校
高松聖母幼稚園
香川大学附属幼稚園
亀阜幼稚園
高松幼稚園
高松中央高校幼稚園
栗林幼稚園
桜町聖母幼稚園

中心市街地周辺

福祉施設

教育施設

中心市街地内

行政施設

文化等施設

医療施設

総合福祉センターオレンジスクエア介護付有料老人ホームあずさ

たかまつファミリー・サポート・センター
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②自動車用駐車場 

中心市街地やその周辺には、市立瓦町駅地下駐車場（448 台収容）、市立南部駐車場（412 台収

容）、県営多目的広場・シンボルタワー地下駐車場（382 台収容）をはじめとする多くの駐車場が

点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 主要駐車場の分布状況 
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表 主要駐車場一覧 

管理者 番号 駐輪場名 収容台数（台） 

県
営
駐
車
場 

① 番町地下駐車場 339 

② 玉藻町駐車場 333 

③ 多目的広場・シンボルタワー地下駐車場 382 

④ 玉藻地区ハーバープロムナード第１駐車場 33 

⑤ 港湾緑地第２駐車場 50 

⑥ 港湾緑地第３駐車場 10（バス専用） 

市
立
駐
車
場 

⑦ 中央駐車場 321 

⑧ 南部駐車場 412 

⑨ 美術館地下駐車場 144 

⑩ 杣場川駐車場 バス 38、乗用車 113 

⑪ 瓦町駅地下駐車場 448 

⑫ 高松駅前広場地下駐車場 395 

⑬ 高松シンボルタワー地下駐車場 141 

そ
の
他 

⑭ 丸亀町壱番街駐車場 233 

⑮ 丸亀町町営第３駐車場 71 

⑯ 丸亀町町営北駐車場 280 

⑰ 丸亀町町営第４駐車場 325 

⑱ 丸亀町グリーン駐車場 330 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高松市駐車場対策基本計画（平成 24 年 2月）を基に作成 

   その他、丸亀町商店街 HP、丸亀町グリーン HP より  
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③歩行者・自転車 

《歩行者・自転車の通行環境》 

中心市街地の幹線道路では、中央通りなど一部に自転車走行区分が設定されているほか、商店街

内でも自転車乗り入れ規制が行われています。 

南新町商店街及び常磐町商店街（南北を除く。）では土・日・休日の 12時から 19時まで、また、

丸亀町商店街では終日自転車乗り入れ禁止規制を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 中心市街地内の通行環境 
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《中心市街地内の駐輪場》 

駐輪場は中心市街地に 13 か所設置されていますが、

放置自転車等による通行障害や景観の悪化が問題とな

っており、使い勝手の向上等、更なる拡充が必要な状

況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 駐輪場名 収容台数（台）

① 高松駅前広場地下自転車駐車場 2,307

② 瓦町地下自転車駐車場 960

③ 栗林公園駅前自転車駐車場 188

④ 丸亀町町営北駐輪場 191

⑤ 丸い亀さん（丸亀町町営第４駐輪場） 150

⑥ 丸亀町Ｇ街区駐輪場 600

⑦ 丸亀町壱番街駐輪場 432

⑧ 常磐町商店街駐輪場 68

⑨ 田町商店街駐輪場 30

⑩ 兵庫町第2駐輪場 50

⑪ ライオン通り商店街駐輪場 66

⑫ ライオン通り商店街第2駐輪場 30

⑬ 南新町商店街駐輪場 39

5,111

資料：高松市自転車等駐車対策総合計画（平成24年4月）

合　　　　計

図 中心市街地内の駐輪場の位置 
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《歩行者通行量》 

中心市街地の主要な地点（15地点）における歩行者通行量は、平成 14 年と平成 24 年の比較で

は減少地点が多く、増加地点は平日が 2か所、休日が 3か所となっています。一方、平成 19年と

平成 24 年の比較では平日の増加地点は 3か所、休日は 7か所となっています。 

箇所別に見ると、平日はライオン通り商店街の増加が大きく、丸亀町商店街で自転車乗り入れ禁

止規制を行っている影響で、ライオン通りや中央通りに通行者が流れていると推察されます。休日

は丸亀町商店街（北）の増加が大きく、丸亀町商店街と隣接する片原町西部商店街（西）やライオ

ン通り、菊池寛通り（南）も比較的増加が大きいことから、丸亀町商店街の再開発の効果が顕著に

表れていると推察されます。 

 

表 中央商店街通行量の推移（平日） 

歩行者通行量調査 調査時間：午前 10 時～午後 7 時（9 時間） (各年度 5 月～8 月調査と 9 月～10 月調査の平均) （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 中央商店街通行量の推移（休日） 

歩行者通行量調査 調査時間：午前 10 時～午後 7 時（9 時間） (各年度 5 月～8 月調査と 9 月～10 月調査の平均) （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H24 の休日調査日は雨天日。 

※常磐町（西）、常磐町（東）の H22 及び H23 は調査日にイベントを開催 


